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町
江
至
選
手
実
力
を
発
揮

国
体
関
東
大
会
ボ
ク
シ
ン
グ
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こ
の
大
会
に
は
、
関
東
一
都
七
県
の
少
年
、
成
年
の
部

に
各
代
表
選
手
(
フ
ラ
イ
・
パ
ン
タ
ム
・
フ
ェ
ザ
ー
・
ラ

イ
ト
・
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ

l
の
五
階
級
)
が
参
加
し
て
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
、
本
県
少
年
の
部
で
は
、
東
京
に

2

|

3
と
善
戦
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
成
年
の
部
で
は
千
葉
県
と
対
戦
、
フ
ラ
イ
級
・

フ
ェ
ザ
ー
級
は
敗
れ
た
が
、
パ
ン
タ
ム
級
に
出
場
し
た
桜

井
選
手
が
判
定
、
ラ
イ
ト
級
で
は
中
洞
選
手
が
判
定
で
、

ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ

l
級
で
は
大
江
至
選
手
(
本
町
国
体
室
)

が
期
待
に
こ
た
え
、
レ
フ
リ

l
ス
ト
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
で

門
間
選
手
を
破
り

3
|
2
で
関
東
地
区
の
代
表
と
な
り
、

奈
良
県
で
開
催
さ
れ
る
「
わ
か
く
さ
国
体
」
第
三
十
九
回

国
民
体
育
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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dc釜無工業団地公園運動場

管理棟の建設に着手… 2P

x母と子の料理教室を開催…… 3P 

x県子どもクラブ球技大会で

準優勝の栄に輝く ..4P 

x商品の使い方と安全性

よりよい素見になるためにー5P 

オcおしらせ…………・一……… 6.7P 
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八
月
十
七
日
、
本
町
釜

無
工
業
団
地
公
園
運
動

場
管
理
棟
の
起
工
式
が
建

設
予
定
地
で
大
勢
の
関
係

者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。当

運
動
場
は
地
域
住
民

や
、
釜
無
・
国
母
両
工
業

団
地
の
従
業
員
が
各
自
の

健
康
と
体
力
の
維
持
増
進

を
図
る
た
め
有
効
に
利
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
運
動
場
を
管
理
す
る
施
設
が

な
く
運
動
後
の
休
憩
や
健
康
管
理
に
支

障
を
き
た
し
、
ま
た
、
運
動
場
管
理
に
も

問
題
が
生
じ
、
関
係
者
か
ら
管
理
棟
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

本
年
度
工
業
再
配
置
促
進
費
の
補
助

金
を
受
け
、
総
工
費
約
六
九
、
五

0
0

千
円
で
来
年
三
月
末
日
ま
で
に
は
完
成

す
る
予
定
で
す
。

建
築
面
積
は
、
三
五
二
・
六
三
2m
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で
一
階

に
は
、
事
務
室
、
ホ
ー
ル
、
更
衣
室
、

シ
ャ
ワ
ー
室
、
高
令
者
、
身
障
者
対
策

と
し
て
特
に
湯
沸
室
に
瞬
間
湯
沸
か
し
、

正
面
入
口
に
車
イ
ス
用
ス
ロ
ー
プ
、
身

障
者
便
所
等
を
考
慮
、
二
階
に
は
、
ロ

ビ
1
、
大
会
議
室
等
が
設
置
さ
れ
る
。

釜無工業団地公園運動場建設現場にて

九
月
一
日
早
朝
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
沿

線
の
植
樹
帯
の
草
と
り
と
清
掃
作
業
を

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
河
西
幾
太
郎

会
長
)
約
三

O
O名
が
参
加
し
て
行
い

ま
し
た
。

昭和バイパス沿線の植樹帯にて



八
月
二
十
三
日
、
町
中
央
公
民
館
調

理
教
室
で
、
母
と
子
の
楽
し
い
料
理
教

室
(
町
栄
養
改
善
推
進
員
会
主
催
)
が

約
七
十
人
の
参
加
を
得
て
聞
か
れ
ま
し

た。

わ

乙
の
教
室
は
、
最
近
数
多
く
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
、
ス
ナ
ッ
ク
食
が
溢
れ
、

大
人
も
子
供
も
安
易
に
そ
れ
で
聞
に
合

わ
せ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
母

親
が
栄
養
の
事
を
考
え
、
心
を
乙
め

た
食
事
を
つ
く
り
、
家
族
が
楽
し
く
食

卓
を
囲
む
と
い
う
習
慣
が
う
す
れ
が
ち

で
す
。
味
覚
は
子
供
の
時
代
に
培
わ
れ
、

子
供
の
頃
の
食
習
慣
が
一
生
の
健
康
を

支
配
す
る
乙
と
を
考
え
れ
ば
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
つ
く
る
楽

し
さ
、
食
べ
る
こ
と
の
喜
び
、
そ
し
て

食
べ
も
の
の
大
切
さ
を
、
体
を
通
し
て

し
っ
か
り
と
う
え
つ
け
る
乙
と
の
意
義

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
乙
れ
ら
を
母

と
子
が
調
理
実
習
を
楽
し
み
な
が
ら
体

験
し
、
併
せ
て
地
域
に
よ
い
食
習
慣
を

育
て
て
い
く
乙
と
を
目
的
に
、
甲
府
保

健
所
の
石
坂
恵
子
栄
養
士
、
町
の
大
原

恵
、
小
島
ち
ゑ
子
保
健
婦
、
栄
養
改
善
推

進
員
の
指
導
で
、
ト
マ
ト
の
中
へ
セ
ロ

リ
、
た
ま
ね
ぎ
を
入
れ
る
「
ト
マ
ト
カ

ッ
プ
」
・
甘
塩
ざ
け
や
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
入
れ
る
「
お
好
み
ち
ら
し
」
・
と
り

肉
、
じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん
じ
ん
、
牛
乳
、

バ
タ
ー
な
ど
入
れ
る
「
ミ
ル
ク
シ
チ
ュ

ー
」
・
カ
ル
ピ
ス
、
バ
ナ
ナ
、
卵
黄
を

-つよし報広( 3 )昭和 59年10月1日発行

入
れ
る
「
な
か
よ
し
ジ
ュ
ー
ス
」

の
料
理
に
挑
戦
し
た
。

ふ
だ
ん
か
ら
手
慣
れ
た
女
の
子
に
交

な
ど

じ
り
料
理
は
初
め
て
挑
戦
し
た

と
い
う
男
の
子
も
参
加
し
ま
し

た。

議1;

料理に挑戦する母と子どもたち

共
同
募
金

二
百
五
億
円

(
昭
和
五
十
八
年
度
)
の
使

い
み
ち

命
直
岡
剛
山
)

・
乳
児
院
、
母
子
寮
、
保
育

所
、
養
護
施
設
な
ど
の
児
童

福
祉
施
設
・
子
供
の
遊
び
場

ず
つ
く
り
・
子
供
会
育
成
・
事

故
防
止
活
動
・
児
童
福
祉
週

間
行
事
・
丈
夫
な
子
供
を
育

て
る
運
動
・
勤
労
青
少
年
の

育
成
・
季
節
保
育
、
学
童
保

育
・
母
親
ク
ラ
ブ
の
育
成
・

巡
回
図
書
館
の
開
設
・
青
少

年
非
行
防
止
対
策

Q
国
閣
岡
剛
U
U

・
肢
体
不
自
由
者
、
失
明
者
、

ろ
う
あ
者
、
精
神
薄
弱
者
な

ど
の
更
生
援
護
の
た
め
の
心

身
障
害
者
福
祉
施
設
・
ホ
ー
に

!υ
〉

E

J

A
ヌ

ム
ヘ
ル
パ
|
派
遣
・
友
か
億
口

愛
訪
問
・
訪
問
看
護
、

Mmυ

相

談

、

指

導

訓

練

・

内

福

職

あ

っ

せ

ん

・

小

規

模

老

(
共
同
)
作
業
所
の
援
助

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
・
入

浴
サ
ー
ビ
ス
・
車
イ
ス
、

浴
そ
う
な
ど
の
供
与

Q
m
内閣
M
U

・
老
人
ホ
1

ム
な
ど
の

老
人
福
祉
施
設
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

l
派
遣
・
友

愛
訪
問
・
訪
問
看
護
・

車
イ
ス
、
浴
そ
う
、
洗

濯
機
な
ど
の
供
与
・
入

浴
サ
ー
ビ
ス
・
給
食
サ

ー
ピ
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
・

老
人
福
祉
週
間
行
事
・
老
人
教
室
、
老

人
大
学
援
助
・
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
・
老

人
相
談

⑥
閣
閣
閣
切

・
救
護
施
設
、
授
産
施
設
な
ど
の
生
活

援
護
施
設
や
刑
余
者
の
更
生
保
護
施
設

.
法
外
援
護
金
の
支
給
・
生
活
相
談
・

隣
保
事
業

Q
閣
倒
閣
同
倒
閣
働
問
山
)

・
施
設
見
学
会
の
開
催
・
福
祉
映
画
会

の
開
催
・
福
祉
講
座
の
開
催
・
意
識
調

査
③
四
団
出
山
嗣
川
切

・
日
常
の
生
活
に
因
っ
て
い
る
人
が
明

る
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

お
正
月
の
支
度
金
や
寝
具
な
ど
の
た
め

の
費
用
に

障害者の福祉のために
22.8億円(11.1箔)

母子・父子家庭

の福祉のために

8.5億円

( 4.1 %) 

子供の福祉のために
22.8億円 (11.1%

その他、運動経費な
20.0億円

(9.8 %) 

←歳末たすけあいに

72.2億円
( 35.2 ;ぢ)

ボランティア活動
推進などのために
23.5億円(11.5 % ) 
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県子どもクラブ球技大会で準優勝の栄に輝く 西条ニ区

子どもクラブ

わ-つよし報広

八
月

一
日
町
子
ど
も
ク
ラ

ブ
球
技
大
会
の
結
果
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
は
築
地
新
居
チ
ー

ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
西
条

二
区
チ

l
ム
と
河
西
チ
!
ム

が
代
表
と
し
て
二
十
一
日
八

回
小
学
校
(
八
田
村
)
で
行

な
わ
れ
た
第
十
四
回
中
巨
摩

郡
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大
会

に
出
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

惜
し
く
も
一
回
戦
で
敗
れ
た

が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
西
条

二
区
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
河

西
チ
l

ム
が
準
優
勝
し
た
。

優
勝
し
た
西
条
二
区
チ

l
ム

は
、
郡
の
代
表
と
な
り
、
二

十
六
日
、
甲
府
市
立
里
垣
小

学
校
屋
内
運
動
場
、
山
梨
県

立
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
の
両

会
場
で
行
な
わ
れ
た
県
大
会

へ
出
場
し
た
。

一
回
戦
を
西
八
代
郡
代
表

チ
l
ム
、
二
回
戦
を
甲
府
市

の
代
表
チ
!
ム
と
対
戦
し
と

も
に
2
対
0
の
ス
ト
レ
ー
ト

で
勝
ち
決
勝
戦
へ
進
ん
だ
。

決
勝
戦
で
は
北
巨
摩
郡
代
表

白
州
町
台
ケ
原
子
ど
も
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
と
対
戦
し
惜
し
く

も
2
対
1
で
敗
れ
た
が
、
準

優
勝
の
栄
に
輝
い
た
。

地
区
別
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

八
月
十
九
日
、
押
原
中
学
校
々
庭
・

釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動
場
で
十
二
チ

ー
ム
の
参
加
の
も
と
、
第
二
十

一
回
昭
和

町
地
区
別
野
球
大
会
(
昭
和
町
体
育
協

会
主
催
)
が
開
か
れ
、
猛
暑
の
中
で
各

試
合
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

対
戦
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

:

:
:
西
条
新
田

準
優
勝
:
:
:
上
河
東

三

位

;

:

:

河

西

マ
一
回
戦

河
東
中
島
問

|

4
上
河
東
二
区

西

条

新

田

ロ

l

2
飯

喰

河

西

6

1

0

押

越

西
条
一
区
9
1

0

清

水

新

居

マ
二
回
戦

(
抽
選
勝
)

河
東
中
島
1
1
1
西
条
二
区

西
条
新
田
叩
|
O
築
地
新
居

河

西

6

1

1

紙

漉

阿

原

上

河

東

3

1

2
西
条
一
区

マ
準
決
勝
戦

西
条
新
田
4
1
3
河
東
中
島

上

河

東

7

1

0

河

西

マ
三
位
決
定
戦

(
抽
選
勝
)

河

西

|

河

東

中

島

マ
決
勝
戦

(
抽
選
勝
)

西

条

新

田

5

1

5

上

河

東

西条新田対上河東(決勝戦)

総
務
庁
、
警
察
庁
、
大
蔵
省
、
農
林
水
産
省
、
運
輸
省
、
自

動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
、
軽
自
動
車
検
査
協
会
、
日
本

損
害
保
険
協
会
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
日

本
自
動
車
工
業
会
、
全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
、
全
国

二
輪
車
安
全
普
及
協
会
、
全
日
本
交
通
安
全
協
会
、
日
本

道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

機器主泌総渓泌総殺邸主義締術:議議弘、_....._.-一 _..~ .... 
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入

uρ
与、
d

。
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

油
断
は
禁
物
。
バ
イ
ク
の
起
乙
す
人
身

事
故
も
軽
視
は
で
き
ま
せ
ん
。
無
保
険

(
無
共
済
)
で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し

た
ら
、
そ
れ
乙
そ
大
変
で
す

0

0
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
(
共
済
)

へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
無
保
険
(
無
共
済
)
で
走
る

と
、
六
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万

以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
六
点

と
な
り
、
免
停
処
分
と
な
り
ま
す
。

。
バ
イ
ク
に
は
車
検
制
度
が
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の

継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。
も

し
、
契
約
切
れ
に
な
り
ま
し
た
ら
、
も

よ
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
屈
(
バ

イ
ク
居
、
自
転
車
庖
)
、
農
協
へ
ど
う

ぞ
グ

。
自
賠
責
保
険
料
(
共
済
掛
金
)
は
、

長
期
契
約
ほ
ど
お
得
に
な
り
ま
す
。

掛全共済純脳 医
五 一

円8 年約契

円5 年約契

年約契

※
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。
/

無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク
対
策
協
議
会
・
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。

S
G
マ
ー
ク
制
度
と
は

S
G
マ
l
ク
制
度
は
、
消
費
者
の
皆

様
が
日
常
使
用
す
る
製
品
の
安
全
性
を

確
保
し
安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
る

製
品
を
市
場
に
提
供
す
る
制
度
で
す
。

そ
の
た
め
に
、

S
G
マ
ー
ク
製
品
は

製
品
ご
と
に
認
定
基
準
を
定
め
、
適
合

し
た
製
品
に
の
み
S
G
マ
!
ク
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

認
定
基
準
は
、
最
終
的
に
は
通
商
産

業
大
臣
の
承
認
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

S
G
マ
1

ク
製
品
は
、
厳
し
い
条
件

の
も
と
で
安
全
性
を
追
求
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
S
G
マ
ー
ク
製
品
で

も
全
く
事
故
が
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め

S
G
マ
l
ク
制
度
は
、
万

が
一
の
製
品
の
欠
陥
に
よ
る
事
故
に
対

-a--由
自
由

aa---a白
@
圃
由
自
由

-aa司
自
由
圃

人
間
的
な
暖
か
さ
、
優
し
さ
を
体
験

さ
せ
、
「
心
」
を
育
て
よ
う

子
ど
も
を
育
て
る
乙
と
で
大
切
な
こ

と
は
体
を
育
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
心

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
心
が
あ
り
ま
す
。

社
会
的
な
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
人
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
十
分
人
間

的
な
反
応
を
す
る
も
の
で
す
。
最
近
の

医
学
や
科
学
の
進
歩
で
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
視
覚
、
聴
覚
、
臭

覚
な
ど
の
能
力
が
か
な
り
な
程
度
発
達

し
て
い
る
乙
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
、
親
と
子
が
人
間

し
て
消
費
者
保
護
の
立
場
か
ら
賠
償
制

度
が
あ
り
ま
す
。

。
事
故
が
起
こ
る
と
き

事
故
が
起
こ
る
原
因
は
、
製
品
そ
の

も
の
が
悪
く
て
起
乙
る
と
き
、
使
い
方

の
ま
ち
が
い
に
よ
っ
て
起
乙
る
と
き
、

ま
た
は
、
乙
れ
ら
二
つ
の
要
因
が
重
な

り
あ
っ
て
起
乙
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

製
品
そ
の
も
の
が
悪
く
て
事
故
が
起

乙
る
と
き
は
、
品
質
管
理
や
製
品
設
計

な
ど
の
改
善
を
す
る
乙
と
に
よ
り
技
術

的
に
そ
の
原
因
を
除
い
て
い
け
ま
す
が
、

使
い
方
の
ま
ち
が
い
に
よ
る
事
故
は
、

使
用
す
る
人
が
注
意
し
て
正
し
い
使
い

方
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

技
術
の
進
歩
は
、
製
品
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
機
能
面
の
便
利

-

的
な
ふ
れ
あ
い
を
も
っ
と
と
の
よ
さ
が

最
近
強
調
さ
れ
だ
し
て
き
ま
し
た
。

「
だ
き
ぐ
せ
が
つ
く
か
ら
、
寝
か
せ

て
お
く
」
と
か
「
お
ん
ぶ
は
足
の
成
長

に
よ
く
な
い
」
と
か
「
添
い
寝
は
危
険

だ
か
ら
し
な
い
」
の
で
は
な
く
、
だ
っ

乙
を
し
た
り
、
お
ん
ぶ
を
し
た
り
、
・
添

い
寝
を
し
て
、
優
し
く
語
り
か
け
る
乙

と
が
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。
そ
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
は
、
笑
っ
た
り
、
手
足
を
動

か
し
た
り
し
て
全
身
で
答
え
る
の
で
す
。

古
く
か
ら
日
本
式
育
児
法
と
し
て
あ
る

「
お
ん
ぶ
」
や
「
添
い
寝
」
は
子
ど
も

が
人
間
的
な
暖
か
さ
や
優
し
さ
を
よ
り

深
く
感
じ
さ
せ
る
よ
う
で
す
。
古
く
か

性
は
構
造
面
を
複
雑
に
す
る
要
素
と
も

な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
乳
母
車
の
よ
う
に
大
き
な

も
の
を
小
さ
く
収
納
で
き
る
よ
う
に
す

る
な
ど
の
場
合
や
家
庭
で
組
立
て
る
必

要
が
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
製
品
の
効
用
と
し
て
火
や
刃

な
ど
を
使
用
す
る
も
の
や
自
転
車
や
鉄

棒
な
ど
運
動
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の

や
脚
立
や
は
し
ご
な
ど
高
い
所
で
使
用

す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

複
雑
な
構
造
を
も
っ
た
も
の
は
安
全

性
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
も
増
加
す
る
と
同

時
に
使
用
者
の
操
作
も
増
加
し
ま
す
。

乙
ん
な
と
き
、
使
い
方
を
よ
く
知
っ

て
お
か
な
い
と
事
故
に
つ
な
が
る
乙
と

が
あ
り
ま
す
。

S
G
マ
1

ク
製
品
の
認
定
基
準
に
、

表
示
や
取
扱
説
明
書
に
つ
い
て
の
定
め

が
あ
る
の
は
、
製
品
の
特
性
を
よ
く
知

っ
て
使
用
し

て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要

だ
か
ら
で
す
。

い
ず
れ
に

し
て
も
、
取

扱
説
明
書
を

よ
く
読
ん
で

製
品
の
使
用

目
的
に
あ
っ

た
正
し
い
使

い
方
を
す
る

乙
と
が
事
故

を
防
ぐ
大
き

な
要
素
で
す
。

ら
あ
る
ふ
れ
あ
い
の
方
法
を
今

直
す
乙
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

親
と
子
の
こ
う
し
た
人
間
的

わ
り
が
、
「
心
」
を
育
て
る
の

そ
し
て
そ
の
結
果
、
親
と
子
の

が
結
ば
れ
、
心
の
か
よ
っ
た
、

あ
る
、
信
頼
の
あ
る
人
間
関
係
の
基
礎
聞

が

形

成

さ

れ

ま

す

。

回

生
ま
れ
た
時
か
ら
、
親
は
子
に
人
間
四

的
な
暖
か
さ
、
優
し
さ
を
体
験
さ
せ
る
m

よ
う
な
か
か
わ
り
を
も
っ
乙
と
が
大
切
回

で
す
。
こ
の
よ
う
な
ふ
れ
あ
い
の
中
で
岨

育
っ
た
子
ど
も
は
心
豊
か
に
、
た
く
ま
回

し

く

育

つ

は

ず

で

す

。

同

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

c

つ
く
り
を

め
ざ
し
て
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
の
十
日
間
、
全
国
防
犯
運
動
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
全
国
一
斉
に
犯
罪
の

な
い
安
全
で
住
み
良
い
地
域
社
会
の
建

設
を
図
る
乙
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

*
今
年
の
運
動
の
重
点
は
*

「
少
年
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
浄
化
」

と
決
め
、
次
代
を
担
う
少
年
に
悪
い

影
響
を
与
え
る
あ
ら
ゆ
る
社
会
環
境
を

県
民
総
ぐ
る
み
で
是
正
、
浄
化
し
て
、

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
運
動
を
推
進

す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
乙
の
運
動
期
間
中
の
十
月
十

二
日
幽
県
民
会
館
大
ホ
1

ル
に
お
い
て

「
山
梨
県
防
犯
県
民
大
会
」
を
開
催
致

し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ど
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

〔
防
犯
標
語
)

・
考
え
て
/
ぼ
く
ら
が
育
つ
環
境
を

・
若
い
芽
を
大
き
く
育
て
る

よ
い
環
境

よ
い
子
が
育
つ

よ
い
環
境

-
よ
い
街
で

-
伸
び
る
子
の

瞳
に
映
そ
う

.
よ
い
環
境築

い
て
守
ろ
う よ

い
社
会

子
の
未
来

犬
害
防
止
に

ご
協
力
を

郵
便
外
務
員
を
対
象
に
行
っ
た
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
配
達
途
中
の
犬
に
よ

る
被
害
は
全
国
で
一
か
月
に
お
よ
そ
七

百
五
十
件
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
か
ま
れ
た
り
、
と
び
っ
か

れ
た
り
し
て
、
ケ
ガ
を
し
た
件
数
は
二

百
八
十
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

被
害
を
v

つ
け
た
場
所
は
、
宅
地
内
が

最
も
多
く
全
体
の
八
十
五
銘
と
な
っ
て

お
り
、
放
し
飼
い
の
犬
が
大
部
分
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

乙
の
た
め
被
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
や
む
を
得
ず
配
達
を
中
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
!
ス
も
多
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
飼
い
犬
は

必
ず
つ
な
ぐ
な
ど
し
て
、
被
害
の
発
生

防
止
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。
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大
蔵
省
関
東
財
務
局
の
「
甲
府
財
務

部
」
は
、
機
構
改
革
に
よ
り
本
年
十
月

一
日
か
ら
「
甲
府
財
務
事
務
所
」
と
し

て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
革
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
事
務
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
な

わ
れ
、
関
東
財
務
局
へ
事
務
が
移
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
固
有
財
産
の
管
理

処
分
事
務
、
金
融
機
関
の
監
督
事
務
、

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
融
資
事
務
等

は
引
き
続
き
新
し
い
「
甲
府
財
務
事
務

所
」
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、

併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭和 59年10月 1日発行わ

轡

-つよ

大
蔵
省
関
東
財
務
局
甲

府
財
務
部
の
機
構
改
革

に
関
す
る
お
知
ら
せ

し報広

-X
・
四
十
歳
か
ら
の
健
康
週
間
*

十
月
十
日

i
十
六
日

第
二
回
健
康
♂
つ
く
り
相
談

。
目
的
「
四
十
歳
か
ら
の
健
康
週
間
巴

に
ち
な
み
、
壮
年
期
か
ら
の
健
康
管

理
に
あ
た
っ
て
、
栄
養
、
運
動
、
休

養
等
日
常
の
生
活
管
理
と
と
も
に
、

健
康
診
査
の
定
期
的
受
診
等
が
重
要

で
あ
る
乙
と
を
理
解
し
、
も
っ
て
、

県
民
の
自
発
的
な
健
康

c

つ
く
り
の
気

運
を
高
揚
す
る
た
め
開
催
す
る
。

。

と

き

十

月

十

三

日

出

十

時

1
十

七
時

。
と
こ
ろ
岡
島
デ
パ
ー
ト
七
階
食

堂
東
側

。
主
催
甲
府
保
健
所
・
甲
府
保
健
所

管
内
健
康
ず
つ
く
り
地
域
連
絡
会
議

。
内
容

闘

騒

繍

機

関

圏

・
味
噌
汁
塩
分
測
定
(
ご
家
庭
の
味

噌
汁
を
牛
乳
ビ
ン
に
半
分
程
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
)

・
血
圧
測
定
・
尿
検
査

検
査
・
肥
満
度
測
定

-
貧
血

-
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
栄
養
診
断

・
栄
養
相
談
・
健
康
相
談
・
保

健
所
な
ん
で
も
相
談

-
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
一
日
の
食
事

・
各
種
成
人
病
予
防
食
・
成
人
病

を
予
防
す
る
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

・
痴
呆
老
人
衣
類
等
の
介
護
用
品

・
痴
呆
老
人
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

-
食
生
活
及
び
健
康
に
関
す
る
ビ
デ

オ
各
種
放
映

。
担
当
者
医
師
、
保
健
婦
、
栄
養
士

検
査
技
師
他

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ラ
ジ
オ
番
組

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

Y
B
S
ラ
ジ
オ
で
は
、
毎
週
日
曜
日

の
朝
七
時
五
十
分
か
ら
七
時
五
十
五
分

ま
で
「
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
番

組
で
、
税
金
に
つ
い
て
分
か
り
ゃ
す
く

解
説
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
ま
で
の
放
送
予
定
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

放
送
日
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テ
ー
マ

印
紙
税
の
あ
ら
ま
し

生
命
保
険
と
税
金

、
土
地
や
建
物
な
ど
を
売

t

っ
た
と
き
の
税
金
山

九
土
地
や
建
物
な
ど
を
売

i

っ
た
と
き
の
税
金
山

税
を
知
る
週
間
に
つ
い
て

た
だ
今
税
を
知
る
週
間
で
す

h

源
泉
所
得
税
の
年
末
調

4

整
川

、
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

t

整
問

入
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

t

整
印

農
業
所
得
に
つ
い
て

k

所
得
税
の
青
色
申
告
決

8

算
に
つ
い
て
川

h

所
得
税
の
青
色
申
告
決

t

算
に
つ
い
て
山

k

税
の
相
談
は
税
務
相
談

d

室
へ

山
梨
県
司
法
書
士
会

一
た
だ
山
口
渋
か
ら
だ
三
一
三

「
市
民
公
開
講
座
」
の
お
知
ら
せ
*

。
日
時
昭
和
五
十
九
年
十
月
十
三
日

出
午
後
一
時
か
ら

。
場
所
県
民
会
館
大
ホ

l
ル

※
講
師
に
は
、
野
坂
昭
如
氏
、
俵
蘭

子
氏
を
招
鴨
し
て
行
い
ま
す
。
聴
講
は

先
着

一
、
五

O
O
名
様
と
限
定
し
、
整

理
券
は
当
会
事
務
局
及
び
各
司
法
書
士

の
事
務
所
に
お
い
て
無
償
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

甲
府
市
北
口
一

l
l
六

l
七

山
梨
県
司
法
書
士
会
事
務
局

電
五
一
|
九
四
九
六
・
五
三
1

六
九

O

O
 

ま
た
は
、
各
司
法
書
士
事
務
所

-
次
の
日
程
で
「
演
劇
公
演
」

奏
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

V
演
劇
公
演
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ

ー
ス
ホ
l
ム
物
語
」

。
日
時
十
月
十
七
日
射
午
後
二
時

.
六
時
の
二
回
公
演

。
場
所
県
民
文
化
ホ

l
ル
・
大
ホ
l
ル

O
料
金

A
j
---
二、

0
0
0円、

B

:
:
:
一
、
五

O
O円、

c
:
:
:
一、

0

0
0円

。
内
容
戦
後
の
混
乱
の
中
で
混
血
児

養
護
に
情
熱
を
注
い
だ
偉
大
な
母
、
沢 演

田
美
喜
の
感
動
の
物
語

V
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
演
奏
会

。
日
時
十
月
二
十
八
日
日
午
後
三

時。
場
所
県
民
文
化
ホ
l
ル
・
大
ホ
1

レ。
料
金

s
i
--
-九、

0
0
0円、

A

:
七
、

0
0
0円、

B
:
:
:
五、

0

0
0円、

C
:
:
:
三、

0
0
0円

。
内
容
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
初
来
演
口
指
揮
者
リ
ッ
カ

ル
ド
・
シ
ャ
イ
l
は
イ
タ
リ
ア
の
貴
公

子
と
よ
ば
れ
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
逸

材
、
チ
ャ
イ
コ
ア
ス
キ
ー
・
交
響
曲
第

五
番
他

※
お
問
い
合
わ
せ
、
電
話
予
約
先
山

梨
県
立
県
民
文
化
ホ
l
ル
事
業
係

富
二
八

l
九
一
=
二
山
梨
県
民
会

館
事
務
局
電
三
五
|
八
八
七
七

お
祝
い
電
報
は
三
日
ま

え
ま
で
に
グ(

割
引
き
に
な
り
ま
す
)

H

秋
は
結
婚
シ
ー
ズ
ン
H

お
祝
い
電
報

は
、
配
達
日
の
一

O
目
前
か
ら
三
日
間

ま
で
な
ら
一
五

O
円
の
割
引
き
と
な
り

ま
す
。大

安
日
の
前
日
、
土
曜
日
曜
日
の

午
前
中
は
、
大
変
乙
み
あ
い
ま
す
の
で

な
る
べ
く
他
の
日
の
午
後
に

H

配
達
目

指
定
の
お
祝
い
電
報
N

と
い
っ
て
一
一

五
番
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ

甲
府
電
報
電
話
局

富
三
三

l
ニ
九
九
四

(
無
料
)



司
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パ
ン
ダ
を
ま
も
ろ
う
愛
の
募
金

わ

。
趣
旨
本
県
の
各
界
各
層
が
友
好
交

流
を
進
め
て
い
る
中
国
四
川
省
は
、
パ

ン
ダ
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
が
主
食
箭
竹

が
枯
れ
、
パ
ン
ダ
が
飢
餓
状
態
に
あ
る

た
め
、
広
く
県
民
か
ら
パ
ン
ダ
を
ま
も

る
た
め
の
資
金
を
募
る
。

。
募
金
の
名
称
「
パ
ン
ダ
を
ま
も
ろ
う

愛
の
募
金
」

。
募
金
の
主
催
者
等
主
催
山
梨
県

四
川
省
友
好
促
進
県
民
会
議
、
後
援

山
梨
県
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
及
び
県

下
各
市
町
村

。
募
金
の
目
標
額
五
百
万
円
以
上

。
募
金
の
期
限
昭
和
五
十
九
年
十
月

三
十
一
日

。
募
金
の
使
途
パ
ン
ダ
救
援
資
金
に

充
て
る
た
め
、
中
国
四
川
省
に
贈
呈

O
募
金
の
対
象
広
く
県
民
一
般

。
募
金
の
方
法
募
金
主
催
者
の
発
行

す
る
振
込
用
紙
(
県
、
市
町
村
に
用
意
)

に
よ
り
取
扱
い
金
融
機
関
に
払
い
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

。
募
金
の
管
理
四
川
省
に
贈
呈
す
る

ま
で
の
問
、
金
融
機
関
に
保
管
い
た
し

ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
l

一

山
梨
県
総
務
部
総
務
課
内
、
山
梨
県
四

川
省
友
好
促
進
県
民
会
議
事
務
局

雷
三
七
ー
一
一
一
一
附
内
線
二
五
六
一

i
二
五
六
四
、
直
通
三
五
|
五
三
四
九

ま
た
は
、
昭
和
町
役
場
総
務
課
七
五
|

一
一
一
一
一
附
内
線
一
六
、
一
七

-つよし報広( 7 )昭和 59年10月 1日発行

山
梨
婦
人
ヒ
ュ
ー
マ
ン

記
録
大
賞
募
集

。
内
容
自
分
ま
た
は
そ
の
周
囲
の
人

の
、
生
き
た
体
験
記
録
を
求
め
ま
す
。

女
と
し
て
、
妻
と
し
て
、
母
と
し
で

生
き
て
来
た
中
か
ら
の
貴
重
な
体
験
、

職
場
生
活
や
、
社
会
活
動
の
中
で
め

ぐ
り
あ
っ
た
忘
れ
得
ぬ
出
来
事
、
あ

る
い
は
病
気
や
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
と

の
闘
い
な
ど
、
な
ま
な
ま
し
い
真
実

の
記
録
を
次
の
要
領
に
し
た
が
っ
て

執
筆
し
て
下
さ
い
。

。
応
募
資
格
女
性
で
あ
れ
ば
年
齢
・

国
籍
・
職
業
・
未
既
婚
を
問
い
ま
せ

ん
(
但
し
山
梨
県
下
に
在
住
の
こ
と
)

O
原
稿
枚
数
回

O
O字
詰
原
稿
用
紙

二
O
枚
以
上
五

O
枚
以
内
。

。
締
切
期
日
昭
和
五
十
九
年
十
一
月

十
五
日
制
当
日
消
印
有
効
。

。
応
募
方
法
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

次
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

-T四
0
0

山
梨
県
甲
府
市
朝
気
一
丁
目

一一

i
二
山
梨
県
立
総
合
婦
人
会
館

「
山
梨
婦
人
ヒ
ュ
ー
マ
ン
記
録
大
賞
」
係

。
賞
金
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
記
録
大
賞
一
名

賞
金
十
万
円
・
記
念
品

・
奨
励
賞
五
名
以
内
、
賞
金
三

万
円
・
記
念
品

。
発
表
昭
和
六
十
年
一
月
十
七
日
嗣

※
入
選
は
通
知
を
も
っ
て
発
表
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
入
選
作
品
に
関
す
る
版
権
は
、
当

会
館
に
帰
属
い
た
し
ま
す
。

灰
皿
等
か
ら
の
落
下
、
消
し
忘
れ
な
ど

た
ば
乙
が
原
因
と
な
っ
て
発
生
し
た
火

災
は
、
昭
和
三
十
五
年
以
来
毎
年
全
国

の
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
手
下
口
め
て
い
ま
す
。

甲
府
地
区
管
内
に
お
い
て
も
殆
ん
ど
毎

年
ト
ッ
プ
に
あ
り
、
昨
年
の
火
災
件
数

百
二
十
件
中
二
十
六
件
(
幻
労
)
で
第
一

位
を
占
め
、
そ
の
損
害
額
は
一
億
二
、

九
O
O万
円
余
に
達
し
ま
し
た
口

た
ば
乙
に
よ
り
火
災
は
、
い
ず
れ
も

喫
煙
者
の
不
注
意
・
不
始
末
に
よ
っ
て

生
じ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん

こ
の
乙
と
か
ら
喫
煙
者
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
防
火
に
対
す

認
識
を
深
め
、
一
層
の
自
覚
を
持
つ
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
宇
。

O
た
ば
乙
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

O
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
放
置
し
な
い
。

O
灰
皿
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
喫
煙
し
な
い
。

O
強
風
時
又
は
乾
燥
時
に
は
屋
外
で
喫

煙
し
な
い
。

O
た
ば
こ
に
関
連
す
る
マ
ッ
チ
・
ラ
イ

タ
ー
の
取
扱
い
や
燃
え
か
す
の
処
理
に

も
十
分
注
意
す
る
。

O
寝
た
ば
乙
は
絶
対
に
し
な

+
消
火
器
の
悪
質
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を
A
V

消
火
器
の
悪
質
な
訪
問
販
売
が
横
行

し
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

争
浄
化
槽
の
マ
ン
ホ
ー
ル
等

の
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
+

公
的
機
関
の
名
を
か
た
り
マ
ン
ホ
ー

ル
の
訪
問
販
売
と
称
し
、
不
当
な
高
値

で
こ
れ
を
売
り
つ
け
る
悪
質
な
業
者
が

横
行
し
て
お
り
ま
す
。
各
家
庭
で
は
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

し
尿
浄
化
槽
維
持
管
理
に

十
分
な
理
解
を

し
尿
浄
化
槽
は
、
個
人
の
生
活
環
境

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
反
面
、

そ
の
維
持
管
理
が
不
十
分
な
た
め
、
環

境
汚
染
の
一
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
れ
を
防
止
し
、
県
民
が
快
適
な
生
活

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
し
尿
浄
化
槽

に
対
す
る
設
置
者
の
十
分
な
理
解
と
適

正
な
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

山
梨
県
個
人
住
宅
:
.. 

・
建
設
資
金
貸
付
募
集

昭
和
五
十
九
年
度
山
梨
県
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
貸
付
申
込
受
付
を
、
次
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

。
申
込
受
付
期
限

昭
和
六
十
年
一
月
二
十
一
日

。
申
込
受
付
場
所
住
宅
金
融
公
庫
業

務
取
扱
金
融
機
関

。
申
込
対
象
者
昭
和
五
十
九
年
住
宅

金
融
公
庫
一
般
個
人
住
宅
資
金
及
び

住
宅
改
良
資
金
を
受
け
て
住
宅
を
建

設
す
る
者
、
た
だ
し
改
修
資
金
に
あ

っ
て
は
、
工
事
総
額
が
五
ハ

δ
万
円
以

上
の
者
に
限
る
。

。
貸
付
金
、
利
率
、
償
還
期
限

貸
付
け
の
一

E
f
z

種
類
一
主
ι
小
室

利貸
率付

貸
付
期
間

分
譲
住
宅
て
件
に
つ
き

士
丙
む
有
向

十
五

以年
内

六年

労 O

新
築
住
宅
士

g百
一
十
五
戸
nuιME 

改
修
住
宅

一Qυ
万
円
一
十
年
以
内

郵
便
局
開
局
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー
内
に
田
宮
田
流
通

団
地
郵
便
局
が
開
局
さ
れ
ま
し
た
、
外
務

事
務
以
外
の
全
て
の
業
務
を
扱
い
ま
す

至
釜
無
工
業
団
地

田富流通団地郵便局位置図

甲
府
リ
バ

l
サ
イ
ド
タ
ウ
ン

田
富
流
通
団
地
郵
便
局
長

土

屋

卓

三

宮
七
三

l
三
五
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秋の狂犬病予防注射を実施しますので、飼犬をお持ちの方

は最寄りの会場で受けてください。なお、料金はつぎのとお
多安否受話受話受話受話受話長議長喜安否長りよた、

-ーーーーー『ー~ーー-、--ーー 集 合 注 射 訪 問 注射

予防注射料 1，540円 2， 7 4 0円

注射済票交付手数料 360円 360円

ぷE1L 計 1，900円 3， 1 0 0円

りです。

所場間時実施日

清水新居公会堂9: 30，.....， 10: 30 

登録は年 1回、予防注射は年 2回する乙とが義務づけられ

ていますので、春に登録されていない犬については、登録手

数料として 2，100円が必要です。

訪問注射とは集合注射を受けなかった犬について、獣医

が直接注射にうかがう方法で、注射料が 2，740円になりま

西条新田 公会堂10 : 45 ，.....， 11 : 30 10月 1日(月)

西条一区 公会堂1:00，.....， 2:00 

※ 

西条二区第 1公会堂9:30 ，.....， 10:45 

す。紙漉阿原公会堂

押越公会堂

11:00 --11:45 

1 :45 1:00，.....， 

10月2日(火)

10月23日(火)

午後 1時，.....， 2時

中央公民館(受付は講堂でします)

昭和 54年 5月1日~昭和 54年 8月31日まで

の出生児、及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ 5歳児健診質問票

尿検査がありますのでど承知おきください。

実施日

受付時間

場所

該当児

河東中島公会堂

9:30 --10:30 築地新居公会堂

3:00 2 :00 ，.....， 

飯喰集落センター10:45，.....， 11:30 

河西公 会 堂

上河東公会堂

1:45 

2:45 

1:00，.....， 

2 :00 ，.....， 

10月3日(水)

※ 

語長話交喜受諾霊長~~長銀謙議長語録語長来~~~長謙霊長喜安否長銀~ヨ長3f3f353d353d3535353d3C3長裁裁裁封殺謙謙喜安否安当受話長~

令

生

7舌

乳

と

!一旦

lま

豆
乳
は
豆
腐
と
し
て
か
た
め
る
前
の

状
態
の
も
の
で
す
が
、
飲
料
と
し
て
は

豆
腐
臭
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
乙
で
、
脱

臭
し
て
飲
み
や
す
く
し
た
り
、
調
味
料

や
果
汁
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
加
え
た
商

品
が
多
種
出
回
っ
て
い
ま
す
。

市
販
の
豆
乳
は

J
A
S
規
格
に
よ
っ

て
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
豆
乳
:
・
丸
大
豆
に
水
を
加
え
て
摩

砕
し
、
加
熱
、
圧
搾
、
ろ
過
し
て
繊

維
質
な
ど
(
お
か
ら
)
を
除
去
し
た

乳
状
の
飲
料
で
、
大
豆
固
形
分
八
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
。

②
調
整
豆
乳
:
・
豆
乳
に
植
物
油
脂
、

糖
質
、
食
塩
な
ど
の
調
味
料
を
加
え

マ〉

失、2

織

た
大
豆
固
形
分
六
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
の
も
の
。
豆
乳
の
原
料
と
し
て
、

可
溶
性
た
ん
白
質
が
八

O
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
残
る
よ
う
に
低
温
で
脱
脂
し

た
「
脱
脂
加
工
大
豆
」
は
使
用
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

③
豆
乳
飲
料
・
:
調
整
豆
乳
児
果
汁
や

野
菜
の
搾
乳
、
乳
又
は
乳
製
品
、
穀

物
粉
末
な
ど
の
風
味
原
料
を
加
え
た

大
豆
固
形
分
四
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

(
果
汁
の
製
品
に
占
め
る
割
合
が
五

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
一

O
パ
ー
セ
ン
ト

未
満
の
も
の
は
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
)

の
4
b
の。

豆
乳
は
良
質
の
た
ん
白
質
を
含
ん
で

い
る
乙
と
、
脂
肪
が
植
物
性
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
主
な
特
徴
で
す
。

な
お
、

J
A
S
法
で

①
品
目
(
種
類
別
名
称
)

②

大

豆

固

形

分

③
原
材
料
名
(
含
む
食
品
添
加
物
)

④

内

容

量

⑤
製
造
年
月
日

⑥
賞
味
期
間

⑦

保

存

方

法

⑧
製
造
者
名
な
ど
品
質
表
示

な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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生衛健保語録当受話交喜受話短銃器受話受諾

日 所士暴児当該受 付時間施実

昭和58年 9月生まれ

10月25日(木)

中央公民館

時
央中12月生まれ午後 1時

10月9日伏)

午後 l時--2時日

場

該 当 児

所
公民館昭和59年 3月生まれ--2時

10月11日制

• 1期・・・・・・昭和 57年 4月 1 日~昭和 57年 8月

〆ノ 6月生まれ

• II期…ー I期 3回を完了して 1年から 1年 6

か月以内の者。

・昭和 55年 9月 1日~昭和 57年 3月 31日まで

の出生児で未接種者。

母子手帳・問診票

31日までの出生児。母子手帳・筆記用具持ち 物

• 20日(土)10月6日(土)時日

持ち物
所場

※ 〈つぎのような人は接種できません〉

発熱している者、または著しい栄養障害者

心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人

1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人

はしか・ BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以

2. 

3. 

内の人

<注意事項>

口前夜と当日の体温は忘れずにはかつてください。

。問診票への押印を必ずしてください。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

4. 10月 5日(金)

午前 10時 20分--10時25分

旧役場前(ボクシング練習場)

収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は麻袋などの丈夫な袋に入れて、ヒモでしっ

かり封をしてくださし'0

時

所

日

場

※ 

電話長当長銀語長努事長当長話長当受話長謙語長泉喜震設長謙語長語録議長謙語録語長銀喜受話器設営霊長多安当長銀答長当長議長議長話長銀設営語録語録ヨ受話長議長霊長当長誘受話長語録語長

〉
」
イ
ワ
/
ほ
/
F

つ
〆
俳
句

(五
十
音
順
)

草
刈
り
て
足
り
る
思
ひ
の
汗
を
拭
く

炎
昼
や
雀
つ
い
ば
む
犬
の
え
さ

磯
部

与

通
夜
の
家
軒
深
く
ま
で
稲
光

無
人
駅
別
れ
し
背
と
背
に
稲
光

長
田
そ
の
子

渋
滞
の
車
浮
き
出
る
稲
光

金
属
の
パ
ッ
ト
大
振
り
稲
光小

沢
百
合
子

稲
妻
に
積
る
ス
ト
レ
ス
託
し
け
り

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
尚
寝
苦
し
き
熱
帯
夜

河

田

好

子

稲
妻
の
稜
線
に
あ
り
鍬
洗
ふ

雲
裏
の
遠
き
稲
妻
客
送
る

輿
石
さ
急
代

噴
で
卵
位
置
替
ふ
稲
光

稲
妻
や
ち
ぎ
る
レ
タ
ス
の
形
い
ろ
い
ろ

内
藤
ふ
く
次

稲
び
か
り
信
号
青
に
変
る
時

稲
び
か
り
知
ら
ず
か
く
る
る
も
の
の
蔭

松

岡

満

子

雷
は
げ
し
し
が
み
つ
く
児
を
し
か
と
抱
く

民
宿
の
潮
風

K
干
す
海
水
着薬

袋

-vお
め
で
ピ
う

-v
西西河築清清占西押 際関 西

条条 地水水型条 地 騒懇

( 新二 TtJL--w田西 一区

(
敬
称
略
)

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

花
枝

山雨
本宮氏

淳信名
子一

午前 9時--11時 30分

中央公民館

母子手帳交付希望者は印鑑をご持参ください。また、 一

般健康相談は 40歳以上の方を対象に行ないます。

r 米木 今倉 長iJiJII向伴
山村村本 沼辺野山野氏

理友亮哲桃了恭 名
美希介也子太子剛掬

真 保
俊一健吉和保和文敏護
彦郎 ー 仲彦男 一 明明 者

地

区
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毎日の生活に取り入れましょう

①三階までの上り下りにはエレベーターを使

わない。②前かがみ姿勢の外股歩きをやめ、

腰を押し出すようにさっさと歩く。③落ちて

いるものを拾う時は、膝のパネを使って拾う。

④まめに動く。⑤靴下の脱ぎ履きは、片足立

ちで。⑥笑いと歌を忘れずに。⑦階段を上が

る時は、手すりにつかまらない。(め自然との

接触の機会を多く持つ。⑨イライラ、クヨク

ヨ、 ドキドキは少なくする。⑩自分自身に適

した健康法を用意する。

@⑧4 

~(Q)~の乙以
(かんなづき)

誕生石=オパール(安楽・忍耐)

誕生花=金蓋花(きんせんか)

10月の花=コスモス(少女の無邪気さ)

(おもな行事)

英会話教室(中央公民館)16 

17 
英会話教室(中央公民館)

日談日
口

、J
会
中

館
康

民
健

公
般

央
一

中
び

(
及

室
付

教

交

)

ン
帳
館

コ
手
民

イ
子
公

マ
母
央

第 4回福祉運動会(押原小学校校
庭)

霜降
電信電話記念
日

霜降
電信電話記念
日

英会話教室(中央公民館)

5才児健康診査(中央公民館)23 

町民コツレフ大会(富士川カントリー
クラブ〉英会話教室(中央公民館)
3種混合予防接種(中央公民館)

国連の日

25 

社交ダンス教室(中央公民館)原子力の日26 

読書週間

第 7回昭和町地区対抗40歳以上ソフト
ボーノレ大会.(押原中学校校庭)、ファ
ミリースクール スポーツ広場(釜無工
業団地公園運動場)

27 
マイコン教室(中央公民館)

29 
英会話教室(中央公民館)

30 
固定資産税第 3期納期限、国民
険税10月分納期限31 

秋季狂犬病予防注射

秋期狂犬病予防注射2 
統計の日18 秋期狂犬病予防注射3 

社交ダンス教室(中央公民館)

用土20 

19 
秋季昭和町老人クラブ地区対抗ゲート

ボーノレ大会、(釜無工業団地公園運動

宅親デー4 

21 
母子手帳交付及び一般健康相談日(中
央公民館)、マイコン教室(中央公民
館)

5
 6 

十三夜 22 ア

寒 露8 

24 乳児健康相談日(中央公民館)万国郵便連合
記念日
国際交通週間

体育の日
目の愛護デー

9 

10 
乳児健康相談日(中央公民館)

11 

28 

12 

13 

15 

※
指
定
の
袋
・
荷
札
が
使
用
さ
れ
て

な
い
も
の
、
可
燃
物
と
不
燃
物
が
い

っ
し
ょ
に
入

っ
て

い
る
も
の
な
ど
、

乙
の
ご
ろ
ル

l
ル
を
守
ら
ず
に
出
さ

れ
る
ゴ
ミ
が
多
く
、
収
集
に
手
間
ど

収
集
日

3 4 8 11 15 17 18 19 22 25 29 

何

可
燃
物

-刷出

『

?
t
'

区

容

内可
燃
物

地

全

区

ガ
ラ
ス
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
々
類

17Kl 

ノ〆

叶司

可
燃
物

ノノ

円

〆ノ

叶司円)17Kl 

金
属
類

西

条

地

区

吋司

~ 
フF之

全

区

可
燃
物

活訪

金
属
類

地

区

伺)

地

全

区

り|司伺)

っ
て
い
ま
す
。

清
潔
で
住
み
良
い
生
活
環
境
を
保

つ
た
め
に
も
、
基
本
的
な
ル

l
ル
は

守
っ
て
く
だ
さ
い
。


